
         

「
校
長
先
生
『
ま
つ
じ
ゅ
ん
』
に

六
ツ
美
西
部
小
学
校
に
来
て

も
ら
お
う
よ
。
」 

令
和
四
年
四
月
、
六
年
生
の

児
童
が
校
長
室
を
訪
れ
る
と
、

こ
ん
な
言
葉
を
口
に
し
た
。 

令
和
五
年
一
月
か
ら
岡
崎
の

雄
・
徳
川
家
康
公
の
七
つ
の
決

断
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る
家

康
」
が
始
ま
る
と
ア
ナ
ウ
ン
ス

さ
れ
て
か
ら
一
年
余
り
。
キ
ャ

ス
ト
の
全
容
も
少
し
ず
つ
明
ら

か
に
さ
れ
、
主
人
公
の
家
康
公

役
に
、
人
気
グ
ル
ー
プ
「
嵐
」
に 

         

所
属
す
る
松
本
潤
氏
が
主
役
に

抜
擢
さ
れ
、
ド
ラ
マ
の
制
作
に

向
け
て
、
に
わ
か
に
話
題
が
膨

ら
ん
だ
。 

 

本
校
は
、
徳
川
家
康
公
に
仕

え
、
三
河
三
奉
行
の
一
人
と
し

て
家
康
公
を
支
え
た
家
臣
「
本

多
作
左
衛
門
重
次
」
を
地
域
の

先
達
と
し
て
、
功
績
を
後
生
に

伝
え
て
い
る
。
重
次
の
こ
と
を

書
籍
で
調
べ
る
と
、
そ
の
業
績

の
中
で
も
「
三
方
ヶ
原
の
戦
い
」

で
敗
戦
し
浜
松
城
に
戻
っ
た
家

康
公
を
救
っ
た
「
先
見
性
を
も

つ
知
将
ぶ
り
」
を
大
い
に
称
賛

し
て
い
る
。
ま
た
、
長
久
手
合
戦

の
際
に
石
川
数
正
が
豊
臣
家
に

出
奔
し
、
徳
川
家
の
戦
略
が
流

出
し
敗
戦
濃
厚
に
な
っ
た
と
き

も
、
要
と
な
る
岡
崎
城
を
守
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
重
次

は
勇
将
で
あ
り
、
行
政
・
財
政
に

明
る
い
。
ま
さ
に
、
徳
川
家
の
宝

で
あ
っ
た
。 

 

大
河
ド
ラ
マ
に
お
い
て
、
重

次
の
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

か
否
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か

し
こ
れ
を
機
に
、
我
が
市
の
宝

「
徳
川
家
康
」
を
地
域
活
性
化

も
視
野
に
入
れ
て
、
改
め
て
身

近
な
存
在
と
し
よ
う
と
、
岡
崎

は
力
を
注
い
で
い
る
。
そ
こ
で
、

六
ツ
美
西
部
小
学
校
も
家
康
公

を
話
題
の
中
心
と
し
た
お
昼
の

番
組
を
、
給
食
の
時
間
に
放
映

し
よ
う
と
計
画
し
て
い
る
。
そ

れ
が
、
写
真
に
写
る
六
年
生
が

企
画
す
る
「
ど
う
す
る
家
康
・
友

の
会
」
で
あ
る
。
こ
の
児
童
た
ち

こ
そ
、
四
月
「
ま
つ
じ
ゅ
ん
を
岡

崎
に･

･
･

」
と
、
申
し
出
て
く
れ

た
六
年
生
で
あ
る
。 

 

番
組
は
、
六
年
生
が
考
え
た

「
家
康
公
ク
イ
ズ
」
「
似
顔
絵
ギ

ャ
ラ
リ
ー
」
を
予
定
し
て
い
る
。

十
二
月
ま
で
、
五
回
程
度
の
放

送
で
、
全
校
児
童
に
楽
し
く
徳

川
家
康
公
に
つ
い
て
伝
え
ら
れ

た
ら
と
願
っ
て
い
る
。 

「
ど
う
す
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家
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